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目的】　人体が衣服を着用するという過程では、衣服の表裏や前後を見分ける、腕や足を

どこに通すのかを判断する、ベルトでウェストを固定する等の行為を行う。これらの過程
を計算機で扱うためには、人体のどの部分に衣服のどの部分を対応させるかという着付け
の問題が重要である。人体のポーズや服種によらない汎用の着付け法が理想であるが、現
実がそうであるように、服種に依存する。そこで服種ごとの着付け法の類型化を試みる。

方法】　多様なポーズをとることが可能なメタボール人体モデル（s次元空間に定義され
た濃度球の集合体で形作られている）のネックライン、アームホール、バストライン、ヒ
ップライン、肘囲、手首囲、膝囲、足首囲に円盤状の着付けの基準線を設け、これを組み
合わせることによって衣服が人体に干渉しないような筒状の形状を人体のポーズや服種を

考慮して設定し、これに衣服をマッピ’ングすることによって着付けを行うた。多くの服種
をカバーするために、ここでは、上衣’としてベスト、ブラウス、下衣としてタイトスカー
ト、シgトパンツ、全身衣としてワンピースをサンプルにした。さらに着付けの妥当性
を確認するために、人体に着用された衣服の安定な形状を計算機で求め、描画を行った。
結果】　1.着付けの基準線は、上衣、スカート、ズボン、全身衣用に分類できた。全身
衣の着付けは、上衣用と下衣用の組合せで行った。 2.スカートのドレープ部分は、布同

士の接触を避けるために、両足首または両膝のまわりに大きめの着付けの基準線を設け、
着付けを行った。 3 .ズボンは、左右の足ごとに着付け、最後に股上を縫製する方針で着
付けた。 4 .スカートのスリット等の細部の着付けについても、設定した最小限の着付け

の基準線を組み合わせたガイドラインでカバーできた。
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　　女子短大生のからだつきの評価と意識（第１報）

　　一からだつきに対する意識とそれを形成する要因一
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目的･:前報の「女子短大生にみる人と服のコーディネート」の発表では、女子短大生は自

己のからだつきに対してマイナスイメージの評価を下す傾向と、衣服選択にあたり、から

だつきよりもデザインを重視する傾向があることを明らかにした。引き続き本報では女子

短大生のからだつきの自己評価。満足度、理想値などから若い女性のからだつきに対する

一般的な意識とそれを形成する要因を明らかにすることを目的にした。

方法：1993年　9~ 10月に都内の女子短大生275名を対象に, 21項目の身体計測と70項目の

からだつきに関するアンケート調査を実施した。この資料を用いて単純集計、クロス集計、

因子分析により｡解析を行い検討した。

結果：①女子短大生は周径項目が沃きいことに不満がある。しかし胸囲については小さい

ことが不満である｡。下半身の高径・長径項目ではやや低い、短いことが不満である。から

だつき全体としては満足・やや満足を合わせても　1%に満たず、不満・やや不満を合わせ

ると約85％である。②絶対的な理想のからだつきは、女子短大生の間で共通の理想値がで

きあがっており、一身体各部位の理想値のバラツキは現実値と比べて小さい。また自分のか

らだの可能な範囲での理想のプロポーションは現実値との間に有意な差がみられる。因子

分析結果･からもよりスリムなプロポーションを望む７つの因子が抽出された。③からだつ

きの意識を一形成する主な要因としては格好の良さ、流行りの衣服、マスコミの影響があげ

ら｡れる。女子短大生はからだつきに関する雑誌の記事に興味があり活用している。
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